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研
修
日

７
月
２
日

研
修
先

新
得
町

調
査
項
目

空
き
家
の
活
用
と
定

住
対
策
の
取
り
組
み西

永

勝
治

１

廃
屋
解
体
撤
去
事
業

前
町
長
（
斉
藤

敏
雄
氏
）
が

全
町
公
園
化
プ
ラ
ン
を
提
唱
し
、

景
観
の
保
持
、
防
犯
、
災
害
の
未

然
防
止
と
町
内
に
目
立
っ
て
い
た

廃
屋
を
処
理
す
る
た
め
、
平
成
12

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
廃

屋
解
体
撤
去
事
業
で
あ
る
。

当
時
は
一
般
の
個
人
住
宅
、
物

置
、
工
場
、
事
務
所
、
牛
舎
を
含

め
約
２
８
０
戸
が
廃
屋
と
し
て
残

っ
て
い
た
。
最
初
は
３
年
間
の
期

限
立
法
で
あ
っ
た
が
４
回
延
長

し
、
今
ま
で
続
け
た
。
２
１
３
件
、

４
０
７
戸
、
約
６
２
２
５
万
円
の

町
費
を
投
じ
解
体
が
な
さ
れ
た
。

２

定
住
住
宅
建
設
促
進
事
業

廃
屋
が
解
体
さ
れ
る
と
空
き
地

と
な
り
、
そ
の
後
空
き
地
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

廃
屋
処
理
と
合
わ
せ
て
定
住
住

宅
建
設
促
進
事
業
を
平
成

年
に

12

創
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
民
間
ア

パ
ー
ト
建
設
実
績
と
し
て
は
41

棟
、
１
７
９
戸
の
建
物
が
建
っ
た
。

今
後
も
こ
の
制
度
の
促
進
を
図

り
、
現
在
の
公
営
住
宅
６
７
６
戸

を
平
成

年
ま
で
に
６
０
０
戸
。

32

平
成

年
ま
で
に
は
５
３
０
戸
を

42

目
標
に
民
間
住
宅
に
シ
フ
ト
す
る

計
画
も
描
い
て
い
る
。

３

持
家
等
住
宅
建
設
促
進
事
業

人
口
対
策
も
急
務
で
、
新
得
町

に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
平
成
19

年
に
持
家
等
住
宅
建
設
促
進
事
業

を
創
設
し
た
。

平
成

年
ま
で

戸
が
新
築
さ

23

79

れ
２
７
９
０
万
円
の
補
助
金
と
固

定
資
産
税
の
３
年
間
助
成
（
実
績

５
８
０
万
円
）
を
支
出
し
て
い
る
。

４

空
き
家
活
用
促
進
事
業

空
き
家
購
入
後
、
１
年
以
内
に

改
修
し
自
ら
が
入
居
ま
た
は
第
三

者
に
５
年
以
上
賃
貸
す
る
者
に
対

し
助
成
す
る
。
助
成
は
、
町
内
限

定
の
商
品
券
で
交
付
さ
れ
、
上
限

は

万
円
分
と
な
っ
て
い
る
。

30

５

移
住
相
談
・
移
住
体
験
事
業

敢
移
住
相
談

平
成

年
度
か
ら
町
外
か
ら
の

17

移
住
希
望
者
に
対
し
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
。
平
成

年
度
ま
で
に

件
の
相
談
が
あ

23

78

り
、

件

名
の
移
住
者
を
受
け

15

31

入
れ
た
。

柑
移
住
体
験
事
業

平
成

年
度
よ
り
空
き
住
宅
を

21

活
用
し
て
移
住
体
験
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
移

住
に
結
び
付
い
た
の
は
３
世
帯
９

名
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
空
き
家
問
題
と
定
住
促

進
を
時
代
の
流
れ
と
共
に
結
び
つ

け
、
そ
の
時
々
の
住
民
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
た
。

研
修
日

７
月
２
日

視
察
先

中
札
内
村

調
査
項
目

農
業
体
験
実
習
生
受

け
入
れ
事
業

長
谷
川

秀
樹

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

が
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の
中
、

そ
の
将
来
が
危
惧
さ
れ
解
決
す
べ

く
農
業
振
興
公
社
が
設
立
さ
れ

た
。
公
社
の
柱
と
な
る
事
業
の
一

つ
と
し
て
「
多
様
な
担
い
手
の
育

成
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
回
の

管
外
視
察
研
修
に
お
い
て
、「
担
い

手
の
育
成
」
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
十
勝
管
内
中
札
内
村
の
取
り
組

み
を
研
修
し
た
。

村
で
は
「
新
た
な
農
業
の
担
い

手
育
成
」
と
銘
打
っ
て
農
業
実
習

生
を
積
極
的
に
受
入
れ
、
農
作
業

及
び
農
村
生
活
の
体
験
を
通
じ

て
、
農
業
に
対
す
る
理
解
と
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実

習
期
間
は

日
以
上
３
年
以
内
で

30

実
施
、
受
入
指
導
農
家
と
実
習
生

は
覚
書
を
交
わ
す
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
内
容
は
、
賃
金
、
労

働
時
間
、
交
通
費
の
助
成
、
家
賃

の
助
成
、
傷
害
保
険
等
の
加
入
等

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
、

多
い
年
で

人
、
平
均
で
年
間

20

15

人
程
度
の
受
け
入
れ
が
あ
っ
た

が
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

総
括
と
し
て
、
中
札
内
は
早
く

か
ら
「
土
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
、

畑
作
と
畜
産
の
複
合
経
営
か
ら
循

環
型
農
業
に
よ
る
有
機
農
業
が
進

め
ら
れ
た
村
で
あ
り
、
輪
作
体
系

を
確
立
し
経
営
の
安
定
を
図
っ
て

い
る
。

近
年
は
専
業
化
が
進
み
、

大
規
模
経
営
が
増
え
法
人
化
も
進

ん
で
い
る
。
特
産
の
「
え
だ
ま
め
」

が
全
国
的
に
も
知
ら
れ
、
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
確
立
。
又
、
付
加
価

値
を
高
め
る
農
産
物
加
工
、
商
品

開
発
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
経
営

の
安
定
に
繋
げ
て
い
る
。

「
農
業
大
国
十
勝
」
全
般
に
言
え

る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
活
気
あ
る

元
気
な
農
業
に
は
後
継
者
問
題
は

無
縁
の
様
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
今
後
「
ピ

ン
ネ
農
業
公
社
」
の
事
業
展
開
に

期
待
す
る
が
、
土
づ
く
り
を
基
本

と
し
た
安
全
な
ク
リ
ー
ン
農
業
を

進
め
、
○
○
○
と
い
え
ば
「
新
十

津
川
」
と
言
わ
れ
る
特
産
品
の
研

究
選
定
が
、
農
業
振
興
の
道
と
感

じ
た
研
修
だ
っ
た
。
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